
道の駅ニセコビュープラザ

観光案内所の運営 642万円 観光振興事業の支援 623万円

町の玄関口である道の駅ニセコビュープラザ
とＪＲニセコ駅に観光案内所を開設し、町を訪
れる観光客に対してきめ細やかな情報提供を行
います。

（担当：商工観光課観光戦略推進係）

町内では、実行委員会などによりさまざま観
光イベントが開催されています。町ではこれら
のイベント運営を支援し、地域の魅力向上を図
ります。

（担当：商工観光課観光戦略推進係）
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町が所有する観光施設を適切に維持するための経費です。今後も利用するみなさんが快適に利用でき
るよう、適正に維持管理を行います。
[町が管理する施設]
・五色温泉休憩所、ニセコ野営場
・ニセコ駅（一部）
・温泉源
・ニセコビュープラザ
・観光看板　など
※綺羅乃湯は指定管理者制度を導入し、運営会社が料金収入で管理経費を賄っています

主な経費
主な費用
委託料 682万円
光熱水費 664万円
工事請負費 90万円
消耗品 125万円
保険料 69万円
手数料 56万円
その他 71万円

主な経費
委託料 642万円

主な経費
観光イベント支援事業委託料 358万円
ニセコフェスティバル事業補助 150万円
消耗品 62万円
花苗等の購入 46万円
山開き事業補助 7万円

観光施設の維持管理 1,757万円
（担当：商工観光課観光戦略推進係）
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財　源　
北海道からの補助金 358万円
ニセコ町の負担額 265万円
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外国人観光客誘致事業

国内観光客の誘致 845万円

主な経費
パンフレット等作成 549万円
誘客活動旅費 64万円
広告費 50万円
配布用景品作成 16万円
ニッキークリーニング代 4万円
関係団体の負担金 162万円

ニセコエリアは、国内はもとより諸外国からも注目され、訪れる外国人観光客は年々増加しています。
しかし、経済危機の影響により減少した入込客数は回復しておらず、地域経済を元気にしていくために
は、積極な誘客活動が必要です。
今年は、ニセコリゾート観光協会が中心となって行う東アジア諸国の誘客活動を支援するとともに、

ヨーロッパ市場の調査などを行います。また、北海道が主催する上海万博での「北海道の日」にも参加
し、積極的にニセコをＰＲします。

（担当：商工観光課観光戦略推進係）

地域経済において外国人観光客の重要性は
年々高まっていますが、国内観光客の誘客もこ
れまで同様に重要な課題です。町では、地域情
報を充実させたパンフレットなどを作成し、関
係機関等と連携しながらニセコの魅力を伝えて
いきます。
また、ＰＲキャンペーンなどを道内外で積極

的に開催し、観光誘客に努めます。

（担当：商工観光課観光戦略推進係）

主な経費
観光協会実施誘致事業補助 448万円
誘客活動旅費 203万円
パンフレット作成 168万円
配布用景品作成 81万円
広告費 68万円
日本政府観光局負担金 10万円

978万円
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観光誘客のための基盤整備 948万円

多くの観光客にニセコへ来てもらうには、良
質で豊富なニセコの情報収集と観光客の要望に
的確に答えられる体制が必要です。町では、ニ
セコリゾート観光協会へ事業を委託し、地域情
報を集約するシステムと、観光客の要望を各事
業者へ的確に伝える総合予約体制の構築を行い
ます。
また、ＰＲ資料作成に必要な機材を導入し、

効果的な業務の遂行を図ります。

(担当：商工観光課観光戦略推進係)

主な経費
事業委託料 857万円
パソコン購入 81万円
ＰＲ用バナー購入 10万円

財　源　
道補助金 857万円
ニセコ町の負担額 91万円



観光地の安全対策 33万円 観光を担う人材の育成 6万円

町では雪崩による事故を防止し、ニセコを訪
れるスキー客の安全を確保するため、雪崩情報
の提供などを行っている「ニセコアンヌプリ地
区なだれ事故防止対策協議会」の活動費の一部
を負担します。

（担当：商工観光課観光戦略推進係）

人材育成は、持続可能な地域観光を確立する
ために重要な事業です。町では、今後の観光振
興を担う人材を育成するため、研修などへの参
加費を補助します。

（担当：商工観光課観光戦略推進係）

主な経費
補助金 6万円
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町では、ニセコ町を町外から応援してくれる
人を観光大使として任命しています。現在は、
成瀬瞭さん（元ホテル日航アンヌプリ社長）、林
家木久扇さん（テレビ番組「笑点」でおなじみ
の落語家）の2人に観光大使として活躍いただい
ています。
なお、観光大使の主な活動は、さまざまな場

所でニセコ町の魅力をＰＲすることや、ニセコ
町の観光振興やまちづくりに対して積極的に提
言をすることです。

主な経費
消耗品 4万円
全国ふるさと大使連絡会議負担金 1万円

主な経費
負担金 33万円

観光大使の設置 5万円
（担当：商工観光課観光戦略推進係）

町では観光施策を円滑に進めるため、町長の
附属機関として観光審議会を設置しています。
観光審議会では観光や経済の関係者のほか、町
民のみなさんなどが参加し、さまざまな目線で
議論を行っています。
また、昨年からは新たにニセコ町観光戦略会

議を設置し、機動的に観光施策を実現していき
ます。

主な経費
委員報酬 7万円
会議費 7万円
費用弁償 1万円

観光戦略会議・観光審議会の開催 15万円
（担当：商工観光課観光戦略推進係）
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林家木久扇
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